
W160-002 会場: 101B 時間: 5月 22日 11:01-11:16

ドームふじ氷床深層コアの最深部の年代研究

Dating of the very deep part of the Dome Fuji Station ice core
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著者らは、ドームふじ氷床深層掘削コアの 2500m深から 3028.52 mの深度範囲の年代の検討を実施している。この深
度範囲は、2003年以降に実施された第 2期掘削によって新規に掘削が実現した深度帯である。年代の初期的な決定とし
ては、ドームふじコアの酸素同位対比を、欧州グループがドームＣ地域において掘削をした EPICA Dome Cコアと比較
することによりおこなった。 EPICA Dome Cコアは、ドームふじに数年先駆けて深層部のコア解析と年代研究がすすん
でいるため、独自の年代軸を既にもっている。ドームふじコアの年代の初期見積もりにとっては重要な参照コアとなる。
こうした比較によって、我々は 2006年段階での最深コアであった 3028.52 m深までの年代付けを実施した。年代は、720
kyrs BPであった。深さと年代の関係に着目すると、2800 m深までは、事前に氷床流動モデル等から予測した年代と今回
推定をした年代は概ね一致していた。しかし、それよりも深い深度においては、より深部に進んでも１次元モデル計算
で予測した年代と比べて驚くほど年代の伸びは低下した。この現象への解釈としては、面的に不均一な地殻熱流あるい
は融解が発生し、３次元で見たときの氷床の年層を複雑にしたと考察している。融解の結果、その分古い氷が融解によ
り失われたとみている。しかしながら、より理解を深めるためには、更に研究を要する状況にある。地殻熱流の効果や
融解の兆候があるものの、深さ 3028.5 m深まで、我々はコアが酸素同位対比としては過去の機構シグナルを明瞭に保存
していることを確認した。さらに、2006年末/2007初頭の南極夏シーズンには、本山秀明氏をリーダーとする掘削チー
ムはさらなる掘削を実施し、 3035.22 m深まで到達した。我々は、今後この新規に掘削した最深部の年代決定に着手す
る。また、コアの年代の精度をあげるため、今後も氷床コアの分析データと氷床モデル計算の研究を継続していく。


